
教職員研究グループ活動状況報告書

芦屋市立山手小学校代 表 者 の 所

属・職・氏名 教諭 経広 佑介

研究グループ名

（ かがやき ）

研究テーマ分類番号（ １７ ）

(1)研究テーマ

若手教員の総合的な教師としての力量を高める。

(2)研究経過及び具体的な取組

５月１１日 意見交流会

・場 所：校長室

・内 容：①児童に「共感」をしよう

②ちょっとした時間にできる「遊び」のネタ

③音読指導やあいさつ指導について

④児童の「ほめ方」について

５月２４日 研修会

・場 所：会議室

・内 容：水泳の授業づくりについて

① 水泳の授業での不安や悩みの交流

②「かかわりあい」について

・講 師：打出教育文化センター 指導主事

６月１２日 学習会

・場 所：校長室

・内 容：先輩教師に学ぶ

①個人懇談会の進め方（保護者とどう向き合うか）

②あゆみの所見（文章表記で伝える際に注意したいこと）

・講 師：同校の先輩教師

７月２０日 実践交流会

・場 所：校長室

・内 容：ノート指導についての交流

①各学年に応じたノート指導について（先進校の実践より）

８月２９日 意見交流会

・場 所：校長室

・内 容：新学期に向けての交流

１０月２４日 学習会

・場 所：校長室

・内 容：声にだして「読む」ということについて

①しっかりとした自分の声で はっきりと発音するために

②発声方法（呼吸法）、発音（母音の重要性）について

・講 師：同校の先輩教師

１１月 ２日 実践交流会

・場 所：会議室・各教室

・内 容：前半のまとめと各教室掲示の交流

①前半の総括と後半の方向性を話し合う。

② 各教室の掲示や環境を見学する。

【成果と課題】

音読指導や水泳指導，懇談会で気をつけること等，それぞれの先生のニーズに応じた内容が多

く，毎回充実した会を開くことができた。今後は，ここで学んだことを実践にどう生かしていく

か公開授業などを行い検証していきたい。


